
想
定
さ
れ
る
年
金
額
改
定

　

一
体
改
革
の
論
議
の
中
で
年
金
額
の
抑
制
を
め
ぐ
っ
て
二
つ
の
課
題
が
提
起

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
制
度
内
容
の
説
明
と
、
私
達
の
主
張

を
明
ら
か
に
す
る
。

物
価
ス
ラ
イ
ド
と
特
例
措
置

　

年
金
は
預
金
の
取
り
崩
し
で
は
な
く
、
生
活
を
保
障
す
る
た
め
実
質
購
買
力

を
維
持
す
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る
。
給
付
額
は
掛
金
水
準
と
加
入
期
間
に
よ

り
裁
定
さ
れ
る
が
、
裁
定
後
に
物
価
（
や
賃
金
水
準
）
に
合
わ
せ
て
ス
ラ
イ
ド

す
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
自
体
は
狂
乱
物
価
と
呼
ば
れ
た
物
価
上
昇
期
に
私
達
の
主
張
で
実

現
し
た
も
の
で
、
逆
に
物
価
が
下
が
っ
た
と
き
に
も
年
金
額
が
ス
ラ
イ
ド
す
る

こ
と
は
了
解
で
き
る
。

　

し
か
し
、
一
九
九
九
年
～
二
〇
〇
一
年
の
物
価
下
落
時
に
、
当
時
の
厳
し
い

社
会
経
済
情
勢
を
考
慮
し
て
特
例
的
に
年
金
額
を
据
え
置
く
「
物
価
ス
ラ
イ
ド

特
例
措
置
」
が
講
じ
ら
れ
た
。
そ
の
後
こ
の
措
置
は
国
会
の
全
会
派
一
致
で
継

続
さ
れ
、
こ
の
制
度
に
よ
る
本
来
水
準
と
特
例
水
準
の
累
積
差
が
二
〇
一
二
年

度
で
二
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
次
「
一
体
改
革
」
で
唐
突
に
特
例
措
置
を
解
消
し
年
金
の
名
目
額
を
引
き

下
げ
る
方
針
が
示
さ
れ
、
二
月
一
〇
日
に
「
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
（
累
積
差
を
二
〇
一
二
～
二
〇
一
四

年
の
三
年
間
で
段
階
的
に
解
消
す
る
こ
と
と
、
基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
を
二
分

の
一
に
す
る
た
め
二
〇
一
二
年
度
に
交
付
国
債
を
発
行
す
る
こ
と
を
内
容
と
す

る
法
案
）
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
三
党
合
意
で
は
交
付
国
債
は
発
行
せ
ず

と
の
修
正
が
な
さ
れ
た
が
累
積
差
解
消
は
修
正
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
ま
ま
実

施
さ
れ
れ
ば
今
後
三
年
間
年
金
額
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
。

　

私
達
は
、
累
積
差
は
い
ず
れ
解
消
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
経
過
に
照
ら
せ

ば
今
後
の
物
価
上
昇
時
に
引
き
上
げ
を
相
殺
す
る
形
で
解
消
す
べ
き
で
あ
る
と

主
張
す
る
。

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

　

二
〇
〇
四
年
の
年
金
制
度
改
定
で
、
そ
れ
ま
で
の
「
給
付
を
固
定
し
て
そ
れ

に
必
要
な
保
険
料
を
再
計
算
し
て
変
動
さ
せ
る
（
引
き
上
げ
る
）
」
方
式
か
ら

「
保
険
料
の
上
限
を
固
定
し
て
そ
の
範
囲
で
給
付
す
る
」
方
式
に
転
換
し
た
。

　

拠
出
を
固
定
し
て
給
付
を
変
動
さ
せ
る
た
め
に
は
、
給
付
抑
制
の
方
策
が
不

可
欠
で
、
そ
の
た
め
に
「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
が
導
入
さ
れ
た
。

　

物
価
（
賃
金
）
の
上
昇
率
か
ら
「
拠
出
の
減
り
方
を
反
映
す
る
調
整
率
」
と

「
給
付
の
増
え
方
を
反
映
す
る
調
整
率
」
を
差
し
引
い
て
年
金
額
を
改
定
す
る

と
い
う
も
の
で
、
名
目
年
金
額
は
維
持
し
て
実
質
水
準
を
抑
制
す
る
仕
組
み
で

あ
っ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
「
ス
ラ
イ
ド
調
整
率

：

〇
・
九
％
」
＝
「
公
的
年
金
全
体
の

被
保
険
者
数
の
減
少
率

：

二
〇
〇
四
～
二
〇
二
五
年
の
間
の
平
均
は
〇
・

六
％
」
＋
「
平
均
余
命
の
伸
び

：

二
〇
〇
〇
～
二
〇
二
五
年
の
六
五
歳
以
上
の

人
の
伸
び
〇
・
三
％
」
と
さ
れ
、
「
一
〇
〇
年
間
の
財
政
収
支
計
算
が
均
衡
す

る
見
通
し
が
立
っ
た
と
き
」
「
財
政
検
証
に
よ
り
次
の
検
証
時
（
五
年
後
）
ま

で
に
所
得
代
替
率
が
五
〇
％
を
下
回
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
と
き
」
に
調
整
を

終
了
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
二
〇
〇
四
年
当
時
は
約
二
〇
年
の
調
整
期
間
を
想

定
し
て
い
た
。

　

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
は
実
際
に
は
、
上
記
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
特
例
措
置
終

了
後
に
発
動
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
現
時
点
で
は
ま
だ
物
価
ス
ラ
イ
ド
特
例
措
置

が
続
い
て
い
る
た
め
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
は
一
度
も
発
動
さ
れ
て
お
ら
ず

年
金
額
抑
制
は
働
い
て
い
な
い
。
他
方
現
役
の
賃
金
水
準
が
低
下
し
続
け
、
年

金
と
現
役
賃
金
の
比
率
「
所
得
代
替
率
」
は
上
昇
し
て
い
る
。

　

こ
の
事
態
に
対
し
て
、
一
体
改
革
の
検
討
過
程
で
「
物
価
特
例
水
準
を
早
期

に
解
消
し
て
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
発
動
条
件
を
整
え
る
」
「
名
目
年
金
額

を
維
持
す
る
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
方
式
で
は
、
物
価
下
落
が
続
く
中
で
は
給

付
抑
制
が
で
き
な
い
の
で
、
名
目
年
金
額
を
調
整
率
に
よ
り
切
り
下
げ
る
」
と

い
う
主
張
が
浮
上
し
た
。

　

後
者
は
ま
だ
法
案
化
さ
れ
て
い
な
い
が
、
物
価
特
例
が
解
消
す
れ
ば
検
討
に

入
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

私
達
は
、
賦
課
方
式
の
年
金
で
は
、
保
険
料
を
負
担
す
る
労
働
者
の
状
況
と

無
縁
に
制
度
を
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
何
ら
か
の
給
付
調
整
は
否

定
し
な
い
。
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
も
そ
の
方
策
と
し
て
全
面
否
定
す
る
も
の

で
は
な
い
。
し
か
し
、
年
金
受
給
者
の
生
活
を
考
え
れ
ば
少
な
く
と
も
制
度
導

入
時
の
「
名
目
額
維
持
」
と
い
う
方
式
は
変
更
す
べ
き
で
な
い
と
主
張
す
る
。

　

ま
た
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
は
基
礎
年
金
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
不
十
分
な
年
金
額
（
満
額
で
も
六
五
五
四
一
円
、
か
つ
四
〇
年
に

達
し
な
い
加
入
期
間
で
受
給
す
る
も
の
は
さ
ら
に
低
額
）
を
抑
制
す
る
こ
と
は
、

基
礎
年
金
の
制
度
理
念
に
反
す
る
の
で
、
除
外
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

　

そ
し
て
な
に
よ
り
、
現
役
労
働
者
の
際
限
の
な
い
賃
金
低
下
と
年
金
減
額
、

国
内
需
要
減
少
に
よ
る
経
済
停
滞
、
物
価
下
落
の
継
続
、
と
い
う
降
り
の
螺
旋

を
止
め
る
政
策
を
こ
そ
求
め
る
。

※ 　

（
『
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
』
は
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
適
切
で
な
い
、
「
被
保
険

者
減
と
受
給
者
増
に
対
応
す
る
年
金
額
抑
制
」
が
体
を
表
す
名
）

想
定
さ
れ
る
年
金
額
変
更

　

提
案
さ
れ
て
い
る
物
価
ス
ラ
イ
ド
特
例
措
置
解
消
法
案
が
成
立
し
た
場
合
と
、

検
討
さ
れ
て
い
る
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
名
目
額
調
整
が
法
律
に
な
っ
て
施
行

さ
れ
た
場
合
、
「
上
が
り
方
を
抑
制
す
る
の
で
は
な
く
年
金
額
を
切
り
下
げ

る
」
こ
と
に
な
り
、
私
達
の
年
金
は
次
の
よ
う
に
減
額
さ
れ
て
い
く
。

前年物価変動

反映（政令）

「物価スライ

ド特例措置」

解消（法案審

議中）

マクロ経済ス

ライド名目額

調整（調整終

了要件達成ま

で継続）

12年
△ 0.3

(６月支給から)

△ 0.9

(12月支給から)

13年 （　） ＊△ 0.8 ―

14年 （　） ＊△ 0.8 ―

15年 （　） ― △ 0.9

16年 （　） ― △ 0.9

＊　13年以降の減額は４月実施、６月支給分から変更

定価一部20円
会員の購読料は
会費の中に含む（　　　　　）
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世
代
間
格
差
論
の
正
体

こ
の
と
こ
ろ

　

こ
の
と
こ
ろ
社
会
保
障
の
世
代
間
格
差
を
論
ず
る
声
が
高
い
。
近
く
は
二
〇

一
二
年
一
月
学
習
院
大
学
の
鈴
木
亘
教
授
他
三
人
に
よ
る
、
〞
今
後
若
い
世
代

は
負
担
よ
り
少
な
い
給
付
し
か
期
待
で
き
ず
、
社
会
保
障
は
損
な
制
度
で
あ

る〟

と
す
る
論
旨
の
「
社
会
保
障
を
通
じ
た
世
代
別
の
受
益
と
負
担
」
と
い
う

私
的
な
文
章
が
内
閣
府
経
済
社
会
総
合
研
究
所
か
ら
公
表
さ
れ
た
。
こ
れ
に
メ

デ
ィ
ア
が
飛
び
つ
い
て
増
幅
し
た
こ
と
か
ら
あ
た
か
も
事
実
で
あ
る
か
の
ご
と

く
流
布
さ
れ
た
。
加
え
て
私
的
な
文
章
を
内
閣
府
の
考
え
方
で
あ
る
か
の
ご
と

く
報
道
し
た
こ
と
も
誤
解
を
広
げ
た
。

　

こ
の
文
章
に
対
し
て
は
、
厚
生
労
働
省
に
設
置
さ
れ
た
「
社
会
保
障
の
教
育

推
進
に
関
す
る
検
討
会
（
三
月
二
三
日
）
」
で
冷
静
な
分
析
と
批
判
が
展
開
さ

れ
、
事
実
と
し
て
も
研
究
手
法
と
し
て
も
誤
っ
て
い
る
こ
と
が
キ
チ
ン
と
指
摘

さ
れ
た
。
こ
の
批
判
が
広
く
受
け
容
れ
ら
れ
る
こ
と
で
暴
論
は
退
け
ら
れ
た
が
、

今
後
も
「
世
代
間
論
」
は
繰
り
返
し
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

ち
な
み
に
、
鈴
木
氏
は
三
月
三
一
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ニ
ュ
ー
ス
深
読
み
」
に
出

演
し
、
あ
と
一
四
年
で
年
金
の
積
立
金
が
枯
渇
す
る
と
い
う
デ
マ
を
流
し
て
い

る
。
正
確
な
制
度
理
解
と
財
政
検
証
結
果
を
知
っ
て
い
れ
ば
決
し
て
起
こ
す
こ

と
の
な
い
間
違
い
で
あ
る
。
こ
う
し
た
売
名
の
た
め
に
は
デ
マ
を
い
と
わ
な
い

「
研
究
者
」
に
は
遠
慮
し
て
も
ら
う
し
か
な
い
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
含
む
メ
デ
ィ
ア
は

多
様
な
「
論
説
」
を
保
障
す
べ
き
だ
が
、
「
解
説
」
に
は
最
低
限
の
正
確
さ
と

人
選
を
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

誰
が
い
う
の
か
？

　

研
究
者
、
メ
デ
ィ
ア
、
官
僚
、
政
治
家
、
経
済
団
体
等
種
々
の
立
場
か
ら
世

代
間
問
題
が
発
言
さ
れ
る
。

　

社
会
保
障
の
制
度
や
デ
ー
タ
は
複
雑
で
、
誰
も
が
簡
単
に
理
解
・
把
握
し
き

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
複
雑
な
制
度
を
乱
暴
に
簡
略
化
し
た
発
言
は

危
険
で
さ
え
あ
る
の
で
、
私
達
に
は
面
倒
で
も
制
度
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

努
力
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
世
代
間
論
主
張
の
原
理
は
簡
単
で
あ
る
。
あ

れ
こ
れ
粉
飾
し
た
言
説
も
、
次
の
側
面
か
ら
見
る
と
直
ち
に
本
質
が
見
え
る
。

世
代
間
論
の
変
わ
ら
ざ
る
発
信
者
は
事
業
者
で
あ
る

　

「
子
ど
も
し
か
る
な
、
来
た
道
だ
」
「
年
寄
り
し
か
る
な
、
ゆ
く
道
だ
」

　

保
険
料
・
税
と
い
う
形
で
社
会
保
障
の
負
担
を
す
る
就
業
者
は
、
少
し
前
の

扶
養
さ
れ
た
子
ど
も
だ
っ
た
し
、
少
し
後
に
扶
養
さ
れ
る
高
齢
者
に
な
る
。
私

的
扶
養
に
よ
る
か
社
会
化
さ
れ
た
扶
養
に
よ
る
か
の
選
択
は
あ
り
得
て
も
、
扶

養
が
な
い
社
会
は
成
り
立
た
な
い
。
再
分
配
を
伴
う
社
会
化
さ
れ
た
扶
養
が
社

会
保
障
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
時
代
の
経
済
社
会
状
況
で
負
担
と
給
付
の
水
準
・

方
法
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
と
し
て
も
、
生
身
の
就
業
者
が
一
生
の
生
活

サ
イ
ク
ル
を
通
じ
た
社
会
保
障
負
担
に
異
議
を
唱
え
る
こ
と
は
本
来
あ
り
得
な

い
。

　

し
か
し
こ
こ
に
、
子
ど
も
時
代
を
持
た
ず
、
高
齢
時
代
を
持
た
な
い
存
在
が

あ
る
。
事
業
者
で
あ
る
。
事
業
者
は
自
分
が
扶
養
さ
れ
た
経
験
と
将
来
扶
養
さ

れ
る
可
能
性
を
持
た
な
い
唯
一
の
現
役
で
あ
る
。

　

企
業
・
事
業
者
は
社
会
的
責
任
と
し
て
二
分
の
一
の
社
会
保
険
料
負
担
を
求

め
ら
れ
る
。
こ
れ
を
嫌
っ
て
世
代
間
格
差
論
を
あ
お
り
た
て
、
「
現
役
の
負

担
」
を
最
小
に
せ
よ
と
い
い
続
け
る
。
生
身
の
就
業
者
が
そ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
踊
ら
さ
れ
る
の
は
、
自
ら
の
生
活
と
生
活
サ
イ
ク
ル
を
否
定
す
る
こ
と
に
な

る
。

　

社
会
保
障
は
そ
の
成
立
史
が
示
す
と
お
り
、
社
会
不
安
を
防
止
し
次
世
代
を

再
生
産
す
る
た
め
に
、
個
別
資
本
の
利
益
を
一
部
制
約
し
て
も
総
資
本
の
立
場

か
ら
社
会
保
障
を
必
要
と
し
た
。
こ
の
関
係
は
現
在
も
本
質
的
に
は
変
わ
っ
て

お
ら
ず
、
む
し
ろ
積
極
的
社
会
保
障
が
国
内
需
要
を
作
り
出
し
適
切
な
経
済
成

長
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

　

企
業
は
社
会
的
責
任
を
果
た
す
べ
き
で
あ
り
、
「
現
役
就
業
者
」
を
代
弁
す

る
ふ
り
を
し
て
負
担
を
回
避
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
や
め
る
べ
き
で
あ
る
。

「
来
た
道
」
の
社
会
化
を
急
ご
う

　

「
行
く
道
＝
高
齢
者
所
得
保
障
」
の
社
会
化
は
公
的
皆
年
金
に
よ
り
、
一
定

の
道
筋
が
付
い
た
。
し
か
し
、
わ
が
国
の
「
来
た
道
＝
子
育
て
」
は
今
の
と
こ

ろ
限
り
な
く
親
世
代
の
私
的
扶
養
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
給
付
と
金

銭
給
付
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
こ
れ
を
速
や
か
に
社
会
化
す
べ
き
で
あ
る
。

冒
頭
の
世
代
間
格
差
論
展
開
と
は
全
く
別
の
位
相
で
、
大
き
く
遅
れ
た
子
育
て

の
社
会
化
を
進
め
る
た
め
に
財
源
を
作
り
出
し
、
社
会
的
仕
組
み
を
整
え
る
べ

き
で
あ
る
（
多
分
こ
こ
で
も
子
ど
も
時
代
を
持
た
な
い
事
業
者
は
個
別
資
本
と

し
て
は
財
源
負
担
に
異
を
唱
え
る
に
違
い
な
い
が
。
）
。

肩
車
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

世
代
間
論
の
道
具
の
一
つ
に
肩
車
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
あ
る
。

　

二
〇
～
六
四
歳
人
口

：

六
五
歳
人
口
の
比
率
が
三

：

一
（
騎
馬
戦
）
か
ら

一

：

一
（
肩
車
）
に
変
わ
り
、
そ
の
時
代
の
現
役
世
代
は
過
剰
な
負
担
を
強
い

ら
れ
る
、
だ
か
ら
高
齢
者
へ
の
給
付
抑
制
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
。

　

年
齢
別
の
比
率
を
取
り
出
す
限
り
で
は
事
実
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
質
的
に

考
慮
す
べ
き
は
就
業
者
（
扶
養
側
）

：

非
就
業
者
（
被
扶
養
側
）
の
比
率
で
あ

り
、
就
業
者
一
人
が
何
人
の
非
就
業
者
（
高
齢
者
・
子
ど
も
・
非
就
業
女
性
な

ど
）
を
支
え
る
か
の
比
率
は
七
〇
年
一
・
〇
四
人
、
現
在
一
・
〇
五
人
と
安
定

し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

　

か
つ
、
高
齢
者
・
非
就
業
女
性
の
就
労
を
支
援
す
る
政
策
に
よ
り
、
支
え
ら

れ
る
側
か
ら
制
度
を
支
え
る
側
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
で
比
率
は
改
善
さ
れ
る
。

　

高
齢
者
に
関
し
て
も
、
子
ど
も
に
関
し
て
も
、
誰
か
が
扶
養
す
る
。
私
的
扶

養
よ
り
再
分
配
を
伴
う
社
会
的
扶
養
の
ほ
う
が
優
れ
て
い
る
。

　

現
役
世
代
の
生
活
者
は
生
活
サ
イ
ク
ル
を
持
た
な
い
企
業
の
「
現
役
負
担
回

避
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
乗
せ
ら
れ
て
は
い
け
な
い
。

　

退
職
者
高
齢
者
は
、
社
会
保
障
給
付
に
関
し
て
い
わ
れ
な
き
世
代
間
格
差
の

印
象
付
け
に
惑
わ
さ
れ
て
遠
慮
す
る
こ
と
は
な
い
。

高齢者

就業者事業者

子ども

生活者企業

行く道

来た道

非
就
業
女
性
な
ど


